
学 年 教科等 題材名 日  時 

第２学年 図画工作科 とろとろえのぐで かく 令和２年１月 31 日（金）２校時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前時に見付けた形や色、 

やってみて気付いたこと等 

についてふりかえる。指や 

手の使い方次第で多様な表 

現ができたということを想 

起させることで、前時の気 

付きを本時の活動に生かす 

ことができるようにした。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
指や手で働きかけることで、とろとろ絵の具を使っ

てできる表現を見付けていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 子どもに気付かせたいとろとろ絵の具の
特徴を明確にした。(授業前) 

② 子どもの活動を見取り必要に応じて助言した。（本時） 

② 板段ボールに、自由にかかせることで、とろとろ絵の具
を使ってできる表現を見付けさせた。(前時) 

授業をふりかえって 
○ 前時に見付けた「わざ」等を使って、時間いっぱい表現を楽しむことができた。 
● 絵をかくことよりも色づくりに夢中になる子どもがいた。かくことに集中できるよ
うな場の設定や用具の準備について考える必要がある。 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

 

③ 材料を造形的な視点で捉えることができるようにするために、導入の工夫を行った。(本時) 

① 場の設定により、仲間とのかかわりを見出したり、
掲示物により学びの足跡を確認できるようにしたり
することで、子どもの発想や構想を促した。（本時） 
 

手をぐーにして
絵の具を垂らすと、
おもしろい形がで
きたよ。水玉模様を
つくりたいな。 

両手でどんどん広げて
いこう。色が重なったり混
ざったりして変わってい
くのがおもしろいな。 

手のひら全体に
絵の具をつけてぱ
ちぱちすると、花火
みたいになるよ。 

スタンプ すき間ちょんちょん マーブル色 ゆび先ぐりぐり 

ぱちぱち花火 

水玉ぽとん 

広げて広げて 

形や色、わざの名前等をまとめた掲示物 

絵の具入れ

を共同で使わ

せることで交

流が生まれる

ようにした。 

その色き
れいだね。ち
ょっと使っ
てもいいか
な。 

いいよ。青色
と黄色を混ぜ
てつくった色
だよ。ぼくのお
気に入りだよ。 

前時の板段ボールを掲示し、発想や構想のヒントとした。 

 

10 分後 

 指先でしゅっ
しゅってしたよ。 

 勢いよく飛ぶ
たくさんの鳥を
かいているよ。 

 灰色のネズミの王
様を大きくかいたよ。
大きさの違うネズミ
もかきたいな。 

 段ボールをもう１枚つ

なげてみたらかきやすい

と思うよ。 

③ デジタルカメラで作品の変遷を記録することで子ど
もの思考をたどることができるようにした。（本時） 



 

授業実践計画 

  １ 題材指導計画（５時間） 

段階 主な学習活動及び学習内容 教師のかかわり 具体的な評価規準 

生 
み 
出
す 
⑵ 
 

１ とろとろ絵の具に出合い、活動の

見通しをもつ。    〈１時間〉 

 ○ とろとろ絵の具との出合い 

 

 

  

○ 形や色等への気付き 

 

 

 

 

 

○ 題材のめあて 

 

 

○ 活動の見通し 

  ① 何ができるかな 

  ② とろとろえのぐでかこう 

  ③ ○○でしあげよう 

  ④ 青空びじゅつかん（鑑賞） 

 

２ とろとろ絵の具でできることを見

付け、全体で共有する。〈１時間〉 

(何ができるかな) 

 ○ 見付けたことの共有 

○ 液体粘土に絵の具を混ぜ、とろとろ絵の具

をつくって見せることで、活動への意欲を高

めることができるようにする。 

○ 青色のとろとろ絵の具を指ですくって垂

らし、その上に緑色のとろとろ絵の具を重ね

て見せることで、以下の点に着目できるよう

にする。 

・ 段々になって盛り上がる形 

・ 混ざることなく２層に分かれる色 

○ 渦巻きをかいて見せ「他にどんなかき方が

できるかな。」と問い、やってみたい活動を

考えさせる。そうすることで、とろとろ絵の

具でできることを見付けるという本時のめ

あてにつなげることができるようにする。 

○ 乾いた絵の具の上からクレヨン等でかき

足して作品を仕上げることを知らせておく

ことで、見通しをもって活動することができ

るようにする。 

 

 

○ ８～９人で１枚の大きな板段ボールにか

かせることで、仲間の様子を参考にしながら

活動できるようにする。 

○ 見付けたことの紹介をとおして、指や手だ

けで多様な表現ができるということを全体

で確認できるようにする。 

○ 形や色等の造形

的な視点をもって、

とろとろ絵の具で

できることを見付

けている。 

（知・技）【観察】 

○ 指や手でかく活

動を楽しんでいる。 

  （態度）【観察】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
挑 
む 
⑵ 
 

 
 

３ 表したいことを表していく。 

〈１時間〉 

(とろとろえのぐでかこう) 

 ○ 見付けたことを基にした発想や

構想（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 表したいことをかき足す。 

〈１時間〉 

 (○○でしあげよう) 

 

○ 前時に見付けた形や色、やってみて気付い

たこと等についてふりかえることで前時の

気付きを本時の活動に生かすことができる

ようにする。 

○ ５～６人のグループをつくり、絵の具入れ

等を共同で使わせることで、仲間同士の対話

を生み出し発想や構想のヒントを得ること

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

○ 第１時で使用した板段ボールにクレヨン

等で試しがきさせることで、乾いたとろとろ

絵の具の上からクレヨン等でかくときの感

触に慣れさせる。 

○ 見付けた形や色

等を基に、表したい

ことを思い付きど

のように表すか考

えている。 

（思・判・表） 

【観察・作品】 

生
か
す 
 
⑴ 

５ とろとろ絵の具を使った表現を紹

介し合う。      〈１時間〉 

 (青空びじゅつかん) 

 ○ 鑑賞カードによる紹介 

・ 見付けたことや思い付いたこ  

 と 

  ・ 工夫したこと 

 ○ 仲間からのコメント 

○ 見付けたことや思い付いたこと、工夫した

ことについて記述させることで、自分なりの

見方や感じ方が再確認できるようにする。 

 

 

 

 

○ 記述を読ませたうえで、仲間の作品に対す

るコメントを書かせることで、互いの見方や

感じ方、表し方のよさに気付くことができる

ようにする。 

○ 形や色等造形的

な視点を基に、自分

の作品を紹介して

いる。 （知・技） 

【鑑賞カード】 

 

 早く触ってみたいな。どんな感じがす
るのかな。 

本時 

青色と緑色が少し混ざると、海みたい
な感じがするよ。伸ばした線の先が分か
れていて、くらげの足のような形に見え
るよ。 

指の動かし方を工夫して、くらげの足
がゆらゆらゆれている感じを表してみた
いな。 

とろとろえのぐで楽しくかこう。 

 青色に緑色が重なったよ。完全に混ざ
らない感じもきれいだね。 

 横から見ると、絵の具が盛り上がって
見えるぞ。 



とろとろ絵の具を見たときの感じ、感触、指や手でかくことで見付けた形や色等を基に表したいことを思い

付き、どのように表すか考えている。               （思考・判断・表現）【観察・作品】 

 

（思・判・表）【観察・作品】 

 

２ 本時の目標 

 

 

３ 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 本時の学習について話し合う。 

 ○ とろとろ絵の具でできたことや気付いたこと等

のふりかえり 

・ 触ると気持ちが良い感じがする。 

・ 流れるような模様にすることができる。 

・ 伸ばしたり垂らしたりすることができる。 

・ 指先で点をかくことができる。 

・ 塗った後に上から爪で掻くことができる。 

・ 手のひらで広く塗ることができる。 

・ 色を混ぜすぎると濁った色になる。   等                  

○ 本時のめあて 

 

 

○ ふりかえりの視点 

 

 

 

２ とろとろ絵の具を使ってできる形や色等から発想

や構想をし、思い付いたことを絵に表していく。 

 ○ 形や色等からの発想（□□を思い付いたぞ。） 

 

 

 

 

 

 ○ 形や色等からの構想(△△してみよう。) 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時学習をふりかえる。  

 ○ ふりかえり 

  ・ 伸ばした緑色と青色の線の形から、くらげの

足を思い付いたよ。同じ形を増やして、海の中

のくらげの大群を表してみたよ。 

 

４ 次時への見通しをもつ。 

○ 学習計画表の確認 

 

○ 前時に見付けた形や色、やってみて気付いたこと

等についてふりかえる。指や手の使い方次第で多様

な表現ができたということを想起させることで、前

時の気付きを本時の活動に生かすことができるよう

にする。 

○ 本時は１人１枚板段ボールを使用することを伝

え、やってみたい活動について問うことで、本時学

習への意欲を高めることができるようにする。 

 

 

○ 前時の板段ボールを掲示しておくことで、いつで

も前時までに見付けたことを確認することができる

ようにする。 

○ ふりかえりの視点をカードで示しておくことで目

的意識をもって活動することができるようにする。 

 

 

○ ５～６人のグループをつくり、絵の具入れ等を共

同で使わせることで、仲間同士の対話を生み出し発

想や構想のヒントを得ることができるようにする。 

○ 何を表現すればよいか分からない子どもには前時

につくりだされた形や色等で気に入ったものはない

か尋ねる。そのうえで「同じ形をいくつもかいてみ

たら。」「この色から何か思い付くことはないかな。」

等、発想や構想につながるような提案をすることで

活動の仕方が分かるようにする。 

○ 活動の意味を尋ねることで造形的な視点をもって

活動しているか、また、どのような発想や構想をし

ているかを見取る。それを共感的に価値付けること

で、一人一人が自信をもって表現することができる

ようにする。 

○ デジタルカメラで作品の変遷を記録しておくこと

で、子どもの思考をたどるとともに、評価や今後の

指導に生かすことができるようにする。 

 

○ ふりかえりの内容を仲間に伝えさせることで自分

が思い付いたことや、自分の表し方の工夫を再確認

することができるようにする。 

 

 

 

○ クレヨン等、他の描画材を使って仕上げていくこ

とを確認することで、作品完成への見通しをもたせ

る。 

 

４ 本時の評価規準 

 

 

とろとろ絵の具を見たときの感じ、感触、指や手でかくことで見付けた形や色等を基に表したいことを思い

付き、どのように表すか考えることができる。 

見つけたことをヒントにして、思いついたこ
とを絵にあらわそう。 

宇宙の中に地球をかく
ために、青いとろとろ絵
の具を丸く垂らしてみよ
う。緑や白も後から垂ら
して少しだけ混ぜてみよ
うかな。 

 

黒と白が完全に混ざ
らないようにして手で
広く伸ばしたら、宇宙
に見えてきたよ。この
宇宙に合った星をかい
てみたいな。 

 

（見つけたこと）から□□を思いついたので、
△△してみたよ。 


